
協定企業名 富士通グループ 

交流行事名 環境ツアー in 高知県中土佐町 

開催日 平成２６年７月２６日（土） 

開催場所 富士通グループ・中土佐黒潮の森 → 黒潮本陣 → 須崎地区森林組合 

主 な 参 加

者・人数 

富士通グループ社員家族（３２名）、中土佐町（４名） 

須崎地区森林組合（５名）、高知県（２名）             総勢４３名        

交流活動の

概要 

・協定林（富士通グループ・中土佐黒潮の森）にて間伐体験 

・黒潮本陣において昼食、入浴 

・須崎地区森林組合にてわらじ作り 

当日の様子 この日は、夏の日差しが厳しいものの、絶好の間伐体験日和。 

今回の交流活動には、富士通グループの社員、ご家族の皆さん他総勢４３名に参加

いただきました。 

一行は、中土佐町役場から１５分ほど車で移動して、協定林（富士通グループ・中

土佐黒潮の森）に到着。 

初めに、富士通四国支社の音田支社長からのご挨拶があり、続いて高知県林業振

興・環境部の高橋副部長から参加いただいた皆さんに対して歓迎の挨拶がありまし

た。 

続いて、須崎地区森林組合の橋田係長から、間伐作業をする際の注意事項について

説明がありました。 

その後、参加者全員で、協定林の看板の前で、記念撮影を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４つのグループに分かれて、それぞれが力を合わせて間伐作業を行いました。 

普段、あまり使ったことのないノコギリの作業に悪戦苦闘。それでも、苦労の甲斐

あって木が地響きを立てて倒れると、みんなの顔にも笑顔が戻りました。 

（みなさん、ごくろう様でした！） 

 

 

 

 

 

 

 

 



間伐作業が済んだら、湯宿「黒潮本陣」に移動して昼食タイム。 

藁焼きによるカツオのたたき造りを見学し、出来たてのカツオのたたきで昼食をい

ただきました。 

昼食後は、黒潮本陣の温泉に入って、間伐での疲れを癒しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

少し元気がでたところで、一行は須崎地区森林組合に移動し、カンナくずを使った

わらじ作りに挑戦。 

最初は簡単と思っていましたが、いざやってみるとこれが結構難しく、全員がわら

じを完成することはできませんでしたが、みんな楽しい時間を過ごすことができまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


